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胃運動度K於いて，減退 2.3，減退 4，で 40%前後
であり， 叉胃排世度では， 遅延型で 40%であり，
両者に明らかな相関性を認めた。
時3負荷試験を行なった。3mg皮下VB1乙，次l
間尿中 VB1値についてみると， 明らかな VB1欠
乏症はなかった。
更に，VB1 20mg皮下負荷試験に於いては， 3 
時間尿中 VB1排世率は， 胃運動度の減退度に応じ
て減少して居り，叉胃内容排世度比於いても，胃内
容排j世の遅延しているものに於いて，正常 20~30%
に対し， 1O ~30% と遅延していた。
以上のことより，胃下垂症では VB1血中濃度叉
3mgは皮下負荷試験で明らかになる程の VB1欠
乏はなく ，VB1経口 3mg皮下負荷試験では胃内
容排世の遅延しているものに，尿中 VB1排世遅延
があることを明らかにし，且つ VB1 20mg皮下負
荷試験が胃下垂症の VB1代謝障害の検索に最も適
し， その 3時間尿中 VB1排世率は胃運動度の減退
しているもの，胃内容排世の遅延しているものに低
下していることを明らかにした。 
25. 拍動式人工心の臨床への応用

小高通夫 

近年体外循環による関心術が行なわれているが，
人工心そのものに大きな欠陥がある為， Splanphinic 
pooliug或は PostoperativePerfusionssyndrom 
の問題が起札行きづまりに来ている現状である。
吾々は長期間に亘る体外循環を目的として，人工心
に対する研策を諸々進めた結果 highamplitude 
拍動流の優秀性を立証し直ちに臨床に応用した。
Pump基礎的実験では， 溶血度は従来の Pump
に比し明らかに低く， Venous Returnは良好であ
り， pH等の変動も極めて少ない。
臨床応用は局所体外循環 3例及び関心術 1例であ
る。
局所体外循環は右上腕肉腫，右第二祉巨大細胞腫
蕩及び右大腿骨肉腫で 30，. 90分抗悪性腫蕩物質を
大量に濯流した。従来の Pumpの難点とされてい
た，局所の浮腫， Venous Returnの不良の為の濯
流量減少乃至停止はなかった。
関心術を行なった症例は 24才，女性の心室中隔
欠損症で， high amplitude拍動流による本邦最初
の臨床治験例である。心室中隔欠損に大動脈弁不全
症が合併している為，関心時，膜様部の栂指頭大の
欠損部より左心室からの逆流が著明で心室中隔前壁
を介して左心室に吸引装置を挿入して dryfieldを
得た。完全体外循環は 27分 30秒で，術中の動・静
圧の変動は少なく VenousReturnは良好j脳障害
は全くなく，血液所見特に溶血， Ht，pHの変動は
殆んど見られない。更に術中，術後共強心剤は一切
使用せず¥術直後より濃縮された尿の排出を見，後
出血は少なく， Postoperative Perfusionssyndrom 
も認めない。 乙れらから， 吾々が創作レた人工心
は，従来の人工心では考えられなかった，極めて生
理的状態に近い，体外循環を行ない，理想、に近い人
工心であることを臨床的にも立証し得た。
今後は Fallot氏四徴等の従来困難乃至不能とさ 
れていた心疾患を根治せしめ，更にこの人工心を応
用して臓器移植その臨床への応用と進みたいと思
フ。 
26. 剖検麗による癌腫原発巣とその淋巴腺転移，

肺臓転移並びに肝臓転移に関する病理学的

研究 

大学院4年中野喜久男
最近の癌腫剖検例の中，手術例及び放射線照射例
を除く 55例Kっき癌腫原発巣とその淋巴腺転移，
肺臓転移，並びに肝臓転移について検索した。
第ーに癌腫原発巣について，原発巣をリンパ腺転
移民従って分類し，所属淋巴腺にも転移のないもの 
3例を工類，所属淋巴腺のみに組織学的に初めて転
移を認めたもの 7例を E類 A，所属淋巴腺のみに
肉眼的に転移を認めたもの 5例を E類 B，所属淋
巴腺以外の淋巴腺にも転移あるもの 40例を E類と
した。乙れらについて肺臓転移，並びに肝臓転移を 
しらべると淋巴腺転移を認めなかったものは肺臓転
移，肝臓転移を認めず，淋巴腺転移を起しておるも
のでは淋巴腺転移が拡るに従って，肺臓転移，肝臓
転移も起り易くなっており，この分類は淋巴腺転移
のみならず肺臓転移，肝臓転移民も当てはまるとと
を知った。叉原発巣の腫第性の分化度について，工
類では分化高度， I類 Aでは分化明瞭， I類 Bで
は分化柏々低く， m類では分化極めて低かった。
第二K原発癌臓器内花見出された静脈内腫、虜栓塞
について， I類では腫蕩栓塞を見出さず， I類では
腫蕩栓塞を見出したもの 2例 (17%)存在し， m類
では腫蕩栓塞を見出したもの 21例 (5%)で，転移
の拡がるに従って原発癌臓器内の静脈内に腫蕩栓塞
を見出す頻度も高くなる ζとを知った。
第三l乙転移のない淋巴腺では洞内皮細胞は増殖し
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ており， 乳癌についてみると， 我々の  5年遠隔例  
116例の 5年生存率は 61.2%であるが，そのうちで
も T.N.M分類による第工期のそれは  96.6%の
高率であり，第 E期は 27.6%と悪い。叉，病理組
織学的にみると，予後不良といわれる単純癌に於て
も，淋巴節転移を来さない時期には永続治癒も可能
であると云える。叉，癌侵潤度をみても乳房内に限
局する時期比於ける早期治療は望ましく， 5年生存
率は 79.2%である。実際癌啓蒙運動の効果は実を
結んでおり， 1946年よりの 7年間と， 1953年よりの 
7年聞を比較すると，前半 7年間では第 E 期 40.5%
であるが， 後半  7年間では第 E期 18.6%と著しく
ているが，転移のある淋巴腺では洞内皮細胞は萎縮
消失しており，叉侵入癌細胞が変性している時には
洞内皮細胞は増殖しているととを知った。
第四に初期肺臓転移巣並びに肝臓転移巣につい
て，転移癌細胞が増殖している時には，その周囲の
星細胞叉は肺抱壁の被覆細胞は変性消失していると
とが多いが，転移癌細胞が変性を示している時lとは
その周囲の星細胞叉は肺胞壁被覆細胞は変性像が乏
しいことが少なくない ζとを見た。 
27. 癌に対する術前照射の実験的研究
腹水癌のマウス尾部移植による転移について。
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射を併用せる研究を行なっている。それに対して系
統的民病理組織学的研究を乳癌  17例について検討
した処，増殖能力が減退し，癌蜂巣の変性をみる我
々の X2の像を得る為には， 約 2000--3000rの腫
蕩線量を約 10日聞に照射するのが適当で，それ以
上では不足である事が判明した。因みに， 我々は
根治術という外科的侵襲を加える以上，  X2 の像
で十分目的を達し得ると考えている。叉， 此事は
Radio isotop R:よっても追求した。 しかし，原発
腫癌より以上に癌の転移についても考慮をはらう事
が必要で，我々は，鎖骨下，版下にも十分の前照射
を施行しており，その病理組織学的検討も併せて詳 
述した。
29. 胃カメラ像を中心とした胃癌に対する術前
照射の研究
中島和彦
教室の胃癌術前照射症例は  34年 9月以来 123例
に達し，此等症例 i乙就いて，照射の効果影響を胃カ
メラを導入し検討した。照射条件は病巣線量でレ線 
150 ~250 r/1日， 60CO 150 ~ 300 r /1日で総量平均 
2000~3000r を照射して居る。照射終了から手術迄
の期間は殆んどが 2日以内である。 1500r以上照射
例の一般検査成績では Hb，胆機能に軽度の減少，
得た。
即わ，ち原発巣刻除群では晩期切断は転移を促進
する傾向があるので，早期lζ原発巣刻除する事がの
ぞましい。放射線群の実験では腫蕩線量  2000r I乙
より，はじめて効果が認められ， ζの際興味のある
事は，移植部位のみに照射を施行したにも拘わら
ず，後腹膜部リンパ節に放射線の効果が見られた事
で，その作用機序は明らかではないが，何か放射線
の間接的作用，或いは体液性変化と云う様なものの
存在が考えられる。叉照射後  2000rと云う動物に
とって比較的多い線量を照射したにも拘わらず約 10
日間で放射線の効果が減弱して来た。乙の事より術
前照射を施行する場合，特l乙照射終了日から手術迄
の期間は短い方がよい。
術前照射群では晩期原発巣別除群l乙対しても著明
な転移の抑制が認められ，叉術前照射群は同一条件
で行なった手術群，放射線群のいずれの成績よりも
良好な転移の減少がみられ，実験的l乙術前照射は，
癌のリンパ節転移民対して有力である事を立証し  
Tこ。 
28. 説癌の術前照射とその病理組織学的検討 
岩塚迫雄
癌 K対しては早くより早期治療の必要性が叫ばれ
。的考る礎がい基題てく閉めべるとすなつ明々
